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３３ 林林 道道
林道は、木材の運搬や森林造成のための道路として、また、地域の生活道路や森林レクリ

エーションに利用され、農山村地域の生活環境の改善に大きな役割を果たしている。
令和３度末の林道延長は300.3kmで、林道密度は4.0m/haとなっており、全国平均4.9m/ha

の82％である。

チイバナ林道 奥Ⅱ号林道

４４ 治治 山山
水源涵養、災害の防止等森林の多面的機能を発揮させるため、保安林の造成や改良等の森

林整備、荒廃山地等の復旧や予防対策等を実施している。

緊急予防治山（西原町） 防災林造成（うるま市）

事業費（千円）

箇所数 事業費（千円） 箇所数 事業費（千円） 箇所数 事業費（千円）
復旧治山 1 23,321 0 0 0 0
緊急予防治山 3 190,122 6 201,720 6 213,088
海岸防災林造成 4 107,191 7 159,279 5 99,457
防風林造成 0 0 2 43,005 2 46,992
保安林緊急改良 2 47,626 3 68,328 1 13,550
水源の里保全緊急整備 0 0 0 0 1 41,494
保安林改良 1 53,445 1 2,097 2 5,756
保育 9 31,354 9 32,973 8 34,569
予防治山 1 62,017 2 85,067 6 181,262
機能強化・老朽化対策 1 50,475 1 9,738 1 23,234
漁場保全の森づくり 1 5,702 0 0 0 0
林地荒廃防止施設等災害復旧 1 71,457 0 0 0 0

計 24 642,710 31 602,207 32 659,402
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７７ 特特用用林林産産物物
特用林産物とは、森林で産出される産物のうち、木材を除く品目の総称であり、本県の特

用林産物には、きのこ類、たけのこ、木炭等がある。
きのこ類については、平成14年度以降、北部地域でえのきたけ、ぶなしめじ、エリンギ、

菌床しいたけの生産施設が相次いで整備され、本県のきのこ類の生産量を大きく増加させた。
特に近年は、食の安全への関心の高まりの中で、県産きのこへの需要が高まってきている。
また、県では県産きのこの認知度向上と消費拡大を目的として「沖縄きのこ」のロゴマークを

平成30年10月に商標登録した。今後は、生産者へロゴマークの添付を推進すると共に、店頭販売
やチラシ等に広く活用し、県産きのこのブランド化に取り組んでいく。
木炭については、平成２年の765tをピークに生産量は減少し、近年は100t台を推移していた

が、令和２年は８４ｔと、調査開始以来最少値となった。
ききののここ類類生生産産量量のの推推移移

資料：沖縄県森林管理課「沖縄の森林・林業」

注１：「ひらたけ類」は、くろあわびたけ、うすひらたけ、エリンギである。

えのきたけ ぶなしめじ 菌床しいたけ 沖縄きのこロゴマーク

木木炭炭生生産産量量のの推推移移

資料：沖縄県森林管理課「沖縄の森林・林業」 注：粉炭、竹炭も含む。
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